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t        VESTAX PMC 27の 犠

ごあいさつ

この度は、VESTAX PMC 27ブ ロフェッショナルミキシン

グコントローラーをお買い上げいただきまして 誠 にありがと

うございます。本機はイギリス、 ドイツ、イタリア、日本など

のクラフ/デ ィスコといった現場からの要望により 企 画 ・開

発されたプロフェッショナルタイプのD」ミ■サーです。コンパ

クトな夕1観ながら、多機能 多 入力を実現 しています。 本 構

の性能を最大限に発揮するためにも、この取扱説明書を良くお

読み下さるよう お 願いいたします。

●各プログラムチャンネル(PGHl,PGM2)に PIION01系 統、

「■NE2系 統、サブチヤンネルにはPIIOヽ01系 統、II Fヽl

系統、HAIヽ MIC l系統の入力を装備、それぞれのプログ

ラムには、3ハントEQ ′ ラ`ンスコントロール、 トリと、コン

トロールを装備し IRかい古づ くりが口r能ですtま た、イン

プ′トフェーターすナリュームには6mmのフェーダーザブリュー

ムを使用しており、テクノ、 トランス、ハウスといったロン

グミックスを要求されるブャンルに最Jlfですt

eMICチ ャンネルには 口ヽCl―ヽ 1lC21 1ヽ l C3の3系17Lを装備、

III T Oヽヽの 213.ヽヽ1)イコライコキーにより、 lJ()ヽヽ PASSi

HI P! SヽS子 の音質補正が行えます.

●各チヤンネルにエフェクトセンドスイ′チを装備、2ト ー2

11UTス テレオのセンド/レ シープでデ イジタルデイレイ

リバーブキの多彩なエフェクトテクニ ″クをちにlbできます.

●長年の経う負とテータにより作られたクロスフェーダー、イン

プットフ」―ターは、過略なスクラッチにも而Jえる耐久)光と

カーブを持っています.も ちろん、今や■1界中のミキサーメー

カーカrf用しているベスタクス デタッチャフル フェーター

システムによリメンテナンスも容易ですf

●各プログラと、チャンネルのインプ′トフェーターはデタンチヤ

ブル方式になっており、別売りのロータリーフ!― '一 ユニッ

トに交換することができますJこ れにより、本機をビSハ ウ

ススタイルのDJミ キサーに変えることができます‐

●各プログラムチャンネル(ljC Jヽl l)Gヽ121t[フ レキュエン

シーディブデイダーを装備!III MID L()ヽ 3市技を自由に

カ ットしながら、2つの手楽ツースをミックスすることがで

きます,

●木横は! Cヽア ダプター専用です.交 流電源や他の実なる電性の

直流電源に、iユ接つないで使用することはできませんi

●電源プラグをコンセントから抜 くときは、ゼ|ドフラダを持っ

て抜いて下さい.無 理にコードを引4,張つたけして抜くと、ヨー

ドを傷めてしまいます.

●水などに掃れた手でプラグを持ってコンをシトに抜きキしし

ないで ドさいt感 電することがあり、大変危険ですt

●ビニールなどの社慎が切れたり、捺れたりして志線が累出し

ている電源コードをそのまま使用すると、感電や火災の原凶と

なります。また本機内部に水などのた体や可撚物およびピンな

どの金属類を入れないようにど注吉下さい.感 電や液やの原因

となります.

●本機外去カバーを取り外して 内 部に子をIHlれないで 卜さいt

この結果■した損|ケ、感電や火ケtについて 当 千にはその責lTを

負いません:

安全上のご注意

アフターサービス
卜

‐
！

付1泣(5卜35で,で  通 気が良い、コ丈で電,原電Ⅲlの変動が少な

い場Diに設消して下さい!ま た、アルコールやシンナーなとの浴

却|で塗装而をlrlかないで 卜さい.4装 が刑げることがありますt

f          を 注意

1本機には保詞1章を添付 してありますt所 定事項を記入してお

たしいたしますので、記fl事項をごn7r稗の 卜 大 切に保告 し

て 卜さい.

2保 証期間中は保証書の記試内容により、当イにサービス機関が

修理いたしますt

3保 古F期間ヤ1過後 修 理によつて機能が維持できる場合は お

客様のご要望によりな債修理いたします.

1        設 置上の注意

本体の保証期間な1年ですが、クロスフェーダーやインブ ,トフェー

ダーは消耗部品ですので 1呆話どの対象外となります: したがい

まして、,常耗部品の交換につきましては 実 賛を請求させてい

ただきます.ま た、パーツに無理なブ」を加えると技損すること

がありますので、本性の性能に疑間が■ じた場合は、お口い上

げの販売liか昨社までお問い合わせ下きい!
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卑 ンプン ト部 |

。urヨ lH

OFF等∋ 仰

艶yEF tOAD

プログラムインプッ ト部

1 インプットセレクター

作ブログラど、の入力をPI Юヽ01系統 LINE 2系fjLから泄たします。

2 トリムコントロール   ・

各プログラムの入カレベルを調節します〔インプクトワi― ダーを7～8の位置にセットして

レベルメーターがOdB位まで振れるようにセットしてください,
3バ ランスコント回―ル

をブログラムのL/R″ ラヽンスを調整します=タ ーンチーブルのアンテスケーテ |ン グを強

めに設定したときに生ずる、L/Rバ ランスの不良を補「することもできます[

4 EQ(Hi,MID″ LOW)

客ブログラムの音質を調幣する、3バンドイコライザーてす 各 バンドは、次の特性を持っ

ています.

1  1 1      8 k l l %

1ヽlD   500Hz

LOヽヽ   301lz

5 EFFECTス イッチ

各プログラムの信号をE「FECTセ ンドに送るかどうかを設ヶとします=Oヽ でブログラ2、の信

号が、E「ばEC rセンドヘ送られます

6PFLス イッチ(PRE F A D E R  L i S T E Nス イッチ)

各ブログラムにおけるインブ ′トフェーダー前の信ケをモニター部にアサインするスイ ンチ

です.ヘ ッドフォンでブログラムの入力をモニターする障に、このスイッチを押 して 卜さt il

7イ ンプットフェーダー

作ブログラムの入カレベルを泄定します.水 年の使用による劣化でノイズが目につ場合には

材しいインブ ″トフェーダーユニット、 lF R…に交換 して ドさい=な お 交 換は次の要ほ

で行って下きい.

●フェーダーユニ タトパネルj kルイJけ

ネブ11本1をタトします

0フ ェーダーユニ ′卜をバネルごと取

Ⅲ出します.

●フェーダーユニツトから

マルすケーブルコネクタ
    4

-を 抜きます.

●新 しいフニーダーユニットに、
コネクターを■し込み取 り付けネブ

でバネルを固定 します

±1 2 dい シ ェルビングタイブ

= 1 6 d B  ピ ーキングタイブ

ェ1 2 d B  シェルビングタイブ

点 のネ ,

ルチケーブル
ネクターを抜く

3ク ロスフェーダー

方!‖1に千夕動するに従いP(| iヽlに アサイ

ンした■が 右nlに移動Ⅲるに従いPCヽI

2に アサインされたさが、それぞれ11カ

されます.ま た中りt「P2では、両方の音が

l ll時に11カされますを クロスフ■―ダー

を動かしたときにノイズが日立つように

なった場合は、交換用クロスフi― ダー

ユニ″ト モ FR… 1=交換して下きい:

なお、交換は次の要傾で行ってドきい,

●フェーターユニント収け十Jけネジ14本Ⅲ

とノブを外しますⅢ

●フューダーユニツトを11り出します.

●フェーターユニットからマルチケーブ

ルコネクターを拡きます

0新 しいフェーダーユニ タトに、
コネクターをとし込み取リイⅢけネブで
バネルを同たします!

ル
抜

ブ
を

一
一

ク
タ

チ
ク

ル
子

角 4点 の ネ ジ を 外 す
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マイク部
マ イ ク部

' M Cイ ンブットジャック( M  c 1 2 3  M A I N M  C )

ヽ| ( 1 2 3ヽ 1 1 1 ヽヽ 1 1 ( , ,スカ端 十です:な お ヽ1 11ヽ ヽヽ 1 l Cの大ブ」'‖r
と とヽいt l l●)六カ流 r =な Ⅲますのでiと してくたとい:

| |マイクレベル     ・

iネl t hる手マ イクレ (ルをl■t立して詞■しま|

1 1マ イクE Q ( H I′[ O W )

ィヶr ) i f“を「1 1 / 1ヽW ) 2六 ンドて調坐 します

| , E F F E C Tス イッチ

1ヽ(・■| ンネル4)fiみを卜,|卜●CTと ン1●オ、すとる力iとうちヽを設,とし'」

ヽ=■ r,プログラと、′)11')が H‐ FECTセ ンドヘ,上「,ツ1ます‐
| I P F Lス イッチ(マイクチャンネル部)

ヽ (、 :ス カき, t  i l l lぢをモニターキ十二T・'イン■ろ

を∴ギ丁:=点II!1古予
タコ 第‐  マ スタ却

マ ス ター部

1 1マスターアウトレベルメーター

|卜 〕′ヽ イラフ Iよ |  1  l i t  r lちゎヽH l力きれる十l iぢレタヽ

ルをえ小とま十

I F  E F F E C Tセンドレベル

ト i■itilセントti', 1 1カ!,tる信ケレ本ルを,コ|ltま■

liカコ Lる信号 よ、エトい,cIス イン■言て把1(しまi

lⅢ EFFECTリ ターンレベル

ト,ドドtt iリターンにベカこれる信ケレr、ルを刊■します
」十

‐′′)ライン人力としても使うこと力ヽ ことま|

IFマ スター′`ランスウォリューム

11＼t'lT卜 i力す】.l H(L II)′`ランスをやや|と=:

|ヽマスターレベルウォリューム

Ⅲ■ノヽ ltr)iiヽlⅢ t lillt■,十11」ど'Lろtil!ご)レ (iレ

t刑々します

|'PFLス イッチ(マスターアウト書B)

り7′ ■ヽ,レす)11 lヽt()(11‖「力|ク11ツサとイlるfiサすをitニター

,卜 予引イン十るスイヤー'てJ  /、アド亨|シ fir!iター■

ん昨 [よ このスインrを(ヽ 二tてくだユ

J)HPレ ベル(ヘンドフオンレベル)
、 ド 7 1ンデ■ 夕 |オ札 =れたr、 、 ァ:ラいド千Ⅲをt河

1ぢ rl

」|ヘ ンドフオンジャンク
ステレイタイアいヘ ート′|ンを技ヤtしま」

~ ヽ
Qナえ の イ

ン !  タンスす)も' )をi 1 1 1 (十iキt :ヽ

P G M  l , P G M  2フ レキュエンラーディウァイダー部

221l r、rt荒,スィ ー・

|イド千'■|十tつを■てI;ホiとをウ  トiるスイナまて  ` スイ ー■を
卜JIとにit lr.i″)tiほ:力`カ ートと,t 一。,十  スイ 十■打`11,

て!る1)せてフラ /卜になⅢます シン″申レ ′ヽ イ′ヽアト系
のlitカィト|る ときなと1111‖します

J!ヽ1)中 ヤ■市スイ″十
1 11■村のよの =ヽ!をカット十るスイァ■て| ス イア手を
付|十二中古ra―の■hとち均 !卜きツLI―"| ス イナ■うi十‐

ttiちitまでフラ■卜tモなⅢ=十 iす|―カルツ スヤメロ
十′ '一スだ|十を■ 卜 とて ,ズ ムツース!キ を4t lと手
|11111!ま

―|

21 1(,1  ヽ |〔i席■,i千スイ ナ千

l t i l iナヤ‖ケのみのキ土をカメト|るス十′すです ス イァ十を
ⅢⅢIと1 1温)女帝I ) l iⅢとがカットと夕Ⅲ―ゥ,   スインrヵ、1 ,
t tるi拍ト

ヤ子フライトiなります ′ヽストラ2 . | |めリス!、′一

ス′) ―ヽス吉:原をカメトして 予カヤヽラ幼呆を|卜十とと二■
1 ,とまギ
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リアタヽネル

麗
一　蝉∞硫

ヤv―    「_EFに可

S E t t A L  r r O ―

Vestax

257〔ワースイッチ

電源のJシ /Jフ スイッチです(‐Jン のときにマスターアウトレ

ベルメーターの最下位のLEI)わヤ|〔灯します.こ のスイン子を探

作する祭は、接続しているパワ‐アンプなどのボリJ― と、を下げ

るか 電 源を切ったりヽきで行つて ドさい[

26 DCイ ンブットジャック

1寸属の1 Cヽア ダブター(1)C15)を Jチ位して下さ'|,

27 RECOUT

針音用の出力端 子です.夕博Fのテーブデ ッキ 1,1 Tヽ ヽ lDな と

の入力端子に接続して ドき↓、 また、すブ出力としてメイン出力

とは,いこ出カカ _要な容にもお使い いさい,な お こ の瑞!子から

の出力される音にはマスターレベル1'ナリュームハ効きませんギ

28 LINEOUT

マスター出ブ」の端 rです=パ ヮー7ン ブ ブ リメインアンブ等の

入力瑞子に接続して ド営い

2 9  P H O N O  I N P U T

P C 1ヽ 1 1 ) G H 2  SビBcllのターンテーブルⅢj大力端子です.

1ヽ 1ヽカー トリップのセットされたターシテーブルをレ続 し

て ドきい=な お HCタ イプのカー トリンブをご使用の場合

はへ ″ドアシブが2家 です.

30ク ランドターミナル

ターンテー,ル のアースコー ドを接続 して下さい。 /イ ズ

やハムを減少させます.

3 1  L I N E  I N P U T

PCヽ」l PCM2 Sし はcl lのラインレベル機器の人力瑞■です.

CDブ レイヤー テ ーブデ ′キ D!ヽ1  `ヽfDキ を接続してく

たさい.

32 E F F E C T  S E N D / R E T U R N

外甘はユフェクターⅢデ ィレイ リ ″ヽ―ブ)与の大力をSEND

に 出 力をRETビ RNに 接続 してくたさい.ス テレイイン/

ステレオアウ トだけでなく モ ノイン/ス テレオアウ ト

モノイン/モ ノアウトの工7■ クターにも接続が可iしです.

モノラルでごイ1用の際は、L瑞子をお使いTき い.注意 !お持ちのアンブにPHONO入 力橘 fjいている場合は、

L NEOUTを PHONO入 力林 コこ機続しなにヽで下さい!PHONO

入力端子にはPHONOア ンプが内蔵されておりますので、音が富」

れたり、歪んだりしますのでご注意下さいぅ

主な仕様

●た格大カレベルアインピーダンス

Pl10 0ヽ
Ll Eヽ

12dB/170k
10aJ/1F【

1  0 d i 3 / 1 0 k Q以上
1 0 d B / 1 0 r f l  l l上

●同減執特と
●S/ Nサし
●サト形1と十ヽ X  l l X  l l i

2011z-20kIIz l+0 -3dBI

80dB以上

270X80X353ml■

HIC
,1 lP ICコ lRCヽ

●定格出カレベル/イ ンピーダンス

LlNE Oじ1
11どC OUl
じ「,ECT SE Iヽ)

12dB/303r   l
」OdB/1Fl

l d B / 1 0 = 0以上

Vestax Corporation
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